
目本語 にお ける 『ね じれ』 の感 覚 と文 の単位 性

中淵正弘

0.は じめに

先に.欝 本語における主観の表覇トゼロ人称の文法(『広島大学留学生教育』.2◎06年)に

おいて、日本語では形容詞と動詞とい う品詞の使い分けによって、言葉を使 う人間の主観、

主体の意思を他の人間のものと区別しようとする傾向があること.そ して.そ れが文法と

しての認知はされないまま.確 立と言えるほどに安定 していることを指摘し、「1人称一2

人称一3人称 という文法のもっとも基本的と見なされるパースペクティブと補完し合 うパ

ースペクティブを 「ゼロ人称」という概念によって論 じた。

「1人称一2人称』3人称」のパースペクティブはあらゆる言1吾で共有しうる、客観的な

文法のまさしく土台と言えるものだが、その一角に過ぎないように見えながら、まったく

異なる志向を示すことがある 「ゼロ人称」は、日本語において一見合理性に欠けると思え

るさまざまな文法の不調和を見直すための視 点として重要な意味を持つ。

日本語の文法に説明しにくいと思えるものがある場合、西洋言語の文法を暗黙のうちに

基準 としているためそうなることが多いのだが、見て見ぬふ りをされることの多いそのよ

うなほの暗いゾーンは.日 本語がどのような言語であるかを示す重要なポイン トとして、

特に注目すべきであろう。

嘱.英 語時鋼の翼本講謡麗訳

日本語には現在/過 去/未 来とい う時嗣がない。また.現 在分詞も過去分詞もない。従

って.英 語文法にある現在進行形も現在完了もあるはずがない。 しかし、このような時制

名称を甥 使わないで日本語を教える日本語教室はないのではないだろうか。

日本語の文法は英語の文法とは違 うのだから、すべてを英語文法の見方に合わせるべき

でないとい うことは基本姿勢として誰もが認める。だが、職 本語には過去形がない。『た』

で終わる動詞は 『完了』だ」と強調する一方で、町一ている』は現在進行形だと」説明す

る日本語教師は少なくないだろう。そ うでなければ.「現在進行形」とい う周語を使わなけ

ればいいと考え.「一ている」はアスペク トの一つである 「継続1と 言い換える。しかし、

どちらの用語を使お うと実質的に英語文法の 脚gressiveの 意味領域を扱お うとするので

あれば大差なく、英語文法に絡め取られていると批判されても仕方ない。基本姿勢はただ

の建前にな りやすい㌔

1日本語教育で一般的に使われる.英文法を下敷きとした日本語文法を強く枇判t《「日本語に即した、借り物
でない文法」を提唱する方でさえ.「現在形/過去形」、「現在進行形」など.英文法1そのままの用語を使って
いる。
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英諦 寺制の一項 目としてであろ うが.普 遍 的な動詞 のアスペ ク トの一項 目としてであろ

うが、その意味領域 を基準に していれば、 日本語の文法に則 しているとはいえない。 この

ような説明は潔 く英語時翻の翻訳 の仕方だ と言 って しまったほ うがいいだろ う。

では、 日本語に則す と.ど うなるのだ ろ うか。英語使用者向けの 日本語文法辞典2では、

「一てい る」は 「現在進行形」と 「現在完了」に相当するものとして取 り上げ られている。

これ らを 「一て(て 形)」 の下位項 昌と位置づける場 合には、働 詞の単純接続 を筆頭 に、

「継続(現 在進行形 に相 当す る)」、 「状態(現 在完 了)」、「未完了(現 在完了の否定)」.そ

れに 「一て くだ さい(動 詞の単純接続 とは扱わず)」 な ど、 「一て」を含む さまざまな定型

表現が列挙 され る。

「一て」が何であるかは 日本人であればだれ もが分かっているはず と考えるからだろ う、

日本人に対 して説明 され ることはない。それでは、外国人に対す る日本語教育で どう扱 っ

てい るか。やは りて形はただ動詞 の形態の一つ として示 され るだけだ。そ して、今挙げた

ようにr単 純接続 、r環 在進行形」.r現 在完了」、rそ の他の定型表現」 ぐらいの分類で、

多 くは使用頻度に応 じて序列 を付 け.教 科書の中に配列 してい く。理解 の目標はごく単純

に上述 の英語文法を構成す る概念 に準拠す る。 ヨ本語教科書 中ではこれ らの英語文法の周

語 を積極的に使 っていないだけで、解説書、補助教材では当然 のようにこれ らを使 う。見

ようによってはかな り 「欺購的」だ。内容 を英語文法そのままにしなが ら.表 面的には純

粋 な 日本語文法であるかの ように見せかける。 これは現実的、実践的に見えるが、 日本語

の素顔 の理解には繋がらない。

盆.翻 訳 されない日本語文法 一「一てある」 『一されている」

日本 藷の文法で、翻訳 してみれ ば英語に置き換えができていると感 じられ るものは少な

くない。 しか し、中には分析的に扱 お うとすると、論理構造がちぐはぐで とて も説明にな

らないためだろ う.扱 いをは しょっている、あるいは黙殺 してい るとしか思えない もの も

ある。「一てある」がその一つだ。これ を説明す るために どのよ うな翻訳 が使 われているか

を見てみ よう。

1)わたしの本やノートには全部.名 前が書いてあります。

Myr獄鵜 給wrlt尤㎝inall雌ybcd《sandnOteb◎d《s。

でない文法」を提=醤する方でさえ.「現在形/過 去形」.「現在進行形」など、英文法1そのままの用語を使って

いる。

参照:金 谷武洋.日 本語文法の謎を解く一「ある」日本語と 「する」英語.ち くま新書、慧003年。

金谷武洋、日塞語に霊語はいらない.講 談辻選書メチエ.2002年 。
霊参照:Seiichi喩kh鴎 雛cぬi◎T灘t鋤i

,躍疲o翻鯉 γげ伽b脚 囎∂騨(日 本語基本文法辞典),J鋤T加es,
198襲、
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2)最近の名詞にはEメールアドレスも書いてあります。

Recentbusi髄esscard㎏usuallyb㈱rthepe塑sαずsE磁ilad胎ess。

3)部崖のドアに、 「この部崖に入ってはいけません」と書いてありました。

Anoticef破biddi㎎entry糊$G賦hedOG虻tothαoα 臨

4)昨 日先生のうちに行きまし鵡 部屋の壁にはきれいな絵が掛けてありました。

Ivisited岬senseざshα 嬉eye就er(蜘Abe誠ifulp漁ti㎎ 購$Ontぬe黙110fther㎜

(西ロ光一.基礎日本語文溝教本.ア ルク.辮 留銘)

ここで用い られた英語 は 「一てある」を説明す るために使われ る典型 的な翻訳であ り.

多 くの 日本語教育機 関で用い られる代表的な 日本語教科書の英語 による菊法解説 と変わら

ない。

壁に絵が掛けてあります。

Therざ$apictureo藍the職IL

(薪日ホ語の基礎.鈴 諜)

交番に町の地図がはってあります。

丑　erざ 鎚to職 夢S臓pontぬe職1ねttぬepolic沿 ㎞弧

(みんなの目本語ll.第 鋤課)

最初の例1)の 「名前が書いてある」は 鰐 餓 肥iswrittenと 、writeの 受動態に訳 され

ている。 しか し、 「名前が→ 卿 ㎜e」.「 ある→ 瑚 には 日本語 と英語の対応を指摘できは

しても、 「書いて→ 禰tten*」 までは難 しい。受動ではない過去分詞の周法 として 「完了」

を持 ち出せなくもないが.卿 ㈱eis頗ttenに 日本語で対応す るとだれ もが考 える 『名前

が書かれている」 とい う典型的受動文 と比べれ ば.こ れ と何が違 うのか説明 しなければな

らなくなるだろ うし.そ の面倒 を避 けるためであろう.「書いてある」 と 「書かれている」

を積極的に引き比べる文法解説はないよ うだ。そんなことをすれ ば.受 動態/能 動態 と 「無

生物一ある/生 物一いる」、 「主格 が/目 的格 を とい う基 本文法の組み合わせが これでは

おか しいのではないか、 どうして基本通 りの組み合わせ にな らないのだ と問われるに違い

ない3。

3みんなの日本語 闘
.算 鋤課の英語版文法1解説では別の動詞で以下のように客観的に組み合わせの事実のみを

示す。

騰副Thediff鵬ncebet騨臓vて づo漁います 雛dVて づ囎 あります
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の名前が書いてある

鋤1名 前を書いている 繍辺 名前を書いてある 繍冶 名前が書いている

b)名前が書かれている

b)-1名前が書かれてあるb)-2名 前を書かれているb)-3名 前を書かれてある

上のa)岨 からa)-3、b)暖 か らb)尋 の組み合わせ も日本人 によって使 われていなくはな

いのだが.規 範 を明示す ることが望まれる 日本語教育では 「誤 り」 と扱いたい ところだ。

「主格 が/醤 的格 一を 、「書いて/書 かれて」、嚥 生粉 ある/生 物一いる」の どの組み合

わせ も日本人が使っているな どと言えば.「文法不在の 日本語」とい う亡霊の ようなイメー

ジを呼び起こしかねない尋。

最初に見た英語訳が 鰐 ㎜ 欝 給w眈t繍 とい う受動態だ とい うことは、 日本語教育では

このよ うな内容 を表す場合.龍 動態 より受動態が歓迎 されることを意味 してい よう。 とこ

ろが、教科書で扱 う文法 の中で難 易度の高い文法概念 と見なされ るためか.受 動態が教科

書のかな り後のほ うで教 えられ るのに対 して.「一てある」はかな り早い段階で扱 う。それ

は、現代 の ヨ本語で極 めて使周頻度の高いて形を既に習い、「書いて」が使 えるよ うになっ

ていれば、岡様に真っ先に教 える 「主格 が/目 的格 を」.「無生物 一ある/生 鵜 いる」 を

単に合わせ るだけと考 えられるか らだ。

しか し、このよ うに使 われる動詞のて彩はこの文構造 において添え物程度 としか評価 さ

れないよ うだ。それをよく示すのが2)と3)の 例文だ。こち らでは動詞 「書いて」の使用 を

表す英語は出現せず.た だ物の存在を表すb㈱r、 蜘 だけになる。結局、て形の動詞 は 「名

前が書曝 ある→名前がある」.「 絵が掛 潔 ある→絵がある」の ように 「一一がある」の

文に加 え られた過剃な文要素 と見なされ消 されて しま う。

初級 日本 語教科書では、受動態はまだまだ先の、早い時期に扱 うためだろ う、「主格 が」

と 「無生物 一ある」の問に構文の論理構成か ら言 えぱ不適格な他動詞の能動形が組 み込まれ

⑦窓が閉まっています。 職e曲 伽iscl。麟

⑧窓が閉めてあります。The磁ndσ 響h欝beenolosed(想破 鵬p醐 鐙).

⑦s蜘lydescribesthes撤e曲tthe幅 甑蜘・isclo麟 曲ile⑧ 鋤lies撫 胤ts㈱掘y(it。σUldbethe職 破

h加self>clOsed癒e幅n伽 幅th蹴(魎 就tiveorintentiσni黙㎡磁 麹bstve廊susedinVて 述o灘いますare

i餓 遡iti鴨 曲ilev曲s鷺sedi鷺Vて 一f伽あります あります 鍵et螂iti鴨
4以下は(魂leに よる単純険索のヒット数である

。これらの数字には文賑をみて厳密に意味を確認すれば除外

すべきものも混じっているのだが、大まかな分布は十分示していよう。

名前が書いてある113,000名 前が書かれている 蹴600

名前を書いている15,100名 前が書かれてある2,㈱

名前を書いてある2,300名 前を書かれている1,90⑪

名前が書いている2,㈱ 名前を書かれてある1,800
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ることをいぶか しがる学習者 はまずいない。

このよ うなことになって しま うのは結局、「一てある」、「一 られている」に論理的でない

とい う感触 があるためだろ う。「て」で接続 され る二つの動詞の一方の主語になるものがも

う一方 の動詞に対 しては 目的語になるのだか ら、「ね じれ」があると言わざるを得ない。て

形接続 とい うことでは岡 じにも見える 「一ている」、 「一ておく」な どとはそ こが違 う。

「ね じれ」 とい うと、声をそろえて論理 性の欠如 を轡め、恥ずべき現象 と考える。 しか

し、「ね じれ」が問題 と思えるほど出現頻1度が高い とき、それは 「ね じれてもいい」、「ね じ

れたほ うがいい」 とい う感覚が背後にある可能 性も考えた方がいいのではないだろ うか。

3.「 ね じれ交』と欝本語⑳昨文教畜

「一てある(龍 動)」 の構造が、これ と表 裏の関係 にある 「一 られている(受 動)」 とと

もに.能 動態/受 動態、「主格 が/員 的格 を」、「無生物一ある/生 物 一いる」の組み合 わせ

にお ける不整合を示 してい ることを確認 してみ ると.こ れは 日本人向けの作文.文 章指導

ではまず正 さなければな らない とされ る 「ね じれ文」 と大差がない とい うことになる5。

愈ぼくの夢は.野 球選手になって.ホ ームランをいっぱい打ちます。

○ぼくの夢は.畢i隊選手になって、ホームランをいっぱい打つことです。6

これは 日本人 の子 どもの作文例 とその直 しだが、子 ども、学生だけではな く、大人で さ

えこのよ うな文 のね じれ を指摘 され注意を受けることが多い。そ して、作文教室の指導者

は声 をそ ろえて、文を短 く簡 朝に、主語をはっき りさせ うと言 う。

多 くの 日本人 が長すぎる文 を書いて、文法を対応 させそこなって しまった り、動詞の主

語 がだれか分 か らな くなる。 これ はいけない ことに決まっているか ら、なくそ うとしか考

えない。 しか し、そ うしていると、 この現象を半面で しか見ていない ことにならないだろ

うか。

外国人 目本語学習者の場 合.誤 周分析か らも明 らかなように 目本語の基本的な語彙.文

法をよく覚えていないだけではなく、母語の構文、意味講造 を 「直訳」 しようとしておか

しな 日本語が生 じることが多い。だが.日 本人の場合は剛 に基本 語彙や文法を知 らないわ

けでもない し.「直訳」以前の思考があるわけでもない。

ここで視点をす こし変 えてみ よう。ね じれ文の典型例 として上で取 り上げた文 を書いた

子 どもの文は 「作文」 とい う場で見れば確かにおか しく.小 説家が小説 の叙述、語 りの部

5「 作文/ね じれ文」で(b曜e検 索すると
.イ ンターネット上で公開されている作文授業のシラバスがかなり

出てくる。例えば北海道教育大の臼本人向けの作文授業のものを見ると.第一回目の授業をこの指導に当てて
いる。
6M撒 「読み書きのツボ」小学5 ・6年国語/照 デジタル教材http:/禰 。㎡lkG澹jpゾ嚇㎎商/y㎝1㎞ki/O篇撫1
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分で使っていいと考えるはずのないものだ。 しかし.登 揚人物の話す言葉としてはどうだ

ろうか。ある状況、雰囲気の中では極めて自然で、文法違反などではなく、かえってリア

ルな表現にならないだろうか。特に.次 のように 「尚 を明示するとそ う感 じられる。

「ぼくの夢は、… 野球選手になって、… ホームランをいっぱい打ちます。」

作文の授業では.文法に間違いのない正しい一つの文を作るように指導する。あるいは、

間違 う可能性のない短い文を三つ正しく繋ぐよう指導することになる。だが、これはそれ

ぞれの言葉が心に浮かぶ瞬間.そ の言葉に心、意識を寄 り添わせることなく、言葉に対し

てある距離を取り、「纈 蜘 するような冷静、客観的な視点をとれとい うことになる。

そのような言葉遣いをする登場人物が、例えば ドラマでどのような性格の人物 ど理解さ

れるだろうか。言 うまでもなく、「知的.よ そよそしい.冷 ややか、… 」これは表現の

一つの様式となるだろう。そう考えれば、文法の対応すべきところはきちんと対応 した文

が正しく望ましい、絶対的な理想とすべきものだとばかりは言えなくなる。このような言

葉の受け取 り方が示すのは.間 違った日本語と正しい日本語とい うような単純な仕切 りで

はなく、さまざまに選択される 「文体」の存在だろう。

あまり使 うことのないような難易語ではなく.間 違いなく使えるはずの基本語藁や文法

を日本人が使った瞬間に間違っていることはないと考えることも不可能ではない。たくさ

んの句をつなぎ合わせて長い一つの文を構築するのではなく、切れ切れの句ごとに完結し

つつ繋いでいく意識のあり方は、極めて自然な一つの様式と考えてはどうだろうか。記憶

違い、記隠かぶ りによる言い間違いはあるとしても.長 い一文を構築するのに必要な文法

を使おうとして使い損ねるようなことは発話前の思考段階に基本的にないのではないだろ

うか。

とは言っても.文 の全体から見れば論理溝造の不整 合を示すrね じれ文」など断固とし

て容認できないと言われる方はやは り多いだろう。しかし.それならどうして「一てある」、

卜一られている」にある 「ねじれ」は容認できるのだろうか。

4.田 本語における単文忌避と長文志陶

目本語で書かれた文の 「ねじれ」に対するこのような批判や指導が学校だけではなく.

上朝によって書類チェックが行われる一般 の会社まで同じと考えれば.日 本人はほんとう

に文章で失敗しやずいとい うことだ。

前段で見た子 どもの作文例は三っの句しかなぐ 全体で長いとい うほどではない。だが、

この文で整えなければならない呼応は文の始まり(「夢は」)と最終端 σ打つこと」)であ

り、呼応にこれほどの距離があることは日本語の文法に特有の条件 と言える。

一方
.ヨ 本人はこの例文より遙かに長々とした長文を好む傾向があるようで.文 が長く
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複雑に入 り組んでいて意味が分からない、また使われた動詞の主語が分からないという批

判を受ける作家も少なくない。

例えば、山崎豊 子 『華麗なる一族1の 読者がプログで、「『… 』について.こ れはだ

れが主語か分からない」 と書いたりする。 しかし、よく考えてみれば.こ の時.だ れが主

語なのか分からないのは読者だけで.作 家自身が分かっていないわけではない。分かって

いなくてはス トー り一が組み立てられないからである。それならその主語をちやんと分か

るように書けばよかった.作 家はつい書き落とすという間違いを犯 したのかというとそ う

とも言いにくい。このように問題ありと見える箇所すべてとは言えないが、ほとんどが作

家の一貫した文体感覚によって.ど の箇所でも 「書 くべきではない」 「書かない方がいい」

と判断されたもののはずだ。

日本人に対する作文捲導では、必ず と言っていいほど.文 を短くはっきりさせるよう指

導しなくてはならなくなる。 ということは.言 うまでもなく目本人が文を短 くはっきりと

完了させようとしなレ噸 向があるとい うことだ。つまり、ぶつ切 りの単文を連ねて文章を

組み立てることに抵抗を覚えるのだ。

日本人の物の言い方に対して、何を言いたいかはっきりしないとい う批判は今でも耳に

する機会が多いが、それはそうしたいのにそ うできないのではなく、言いたいことをはっ

きり言うより、間接的な表現でほのめかし、相手が自分で察するように持って行 くほうが

望ましいと考えているからとい う反論が可能だ。そ うであれば、そこには言語習慣.社 会

習慣の違いしかない。そのような言葉の使い方が一般的になった社会では.言 いかけた言

葉.書 きかけた言葉を完了しないことが多くなる。

あなた.お名前は…?

どうして欠庸したの…?一 ちょっとカゼを引きまして… 。

明日連絡をいただければ… と思います。

ちょっと用があるのですが… 。

そして.言 い終わらず、文を完了しないのを普通と思っていると、次々と言葉を連ね、

長々とした文を作 りやすくなるのではないだろうか。

言い終わる、文を完了するのを避けたくなる理由には何があるだろうか。まず.文 末に

心理的負荷の大きい敬語の選択などがある。この部分を消音すると、ここに何を選ばれる

かは聞き手の判断に委ねられ.選 び間違いの危険はなくなる。沈黙は敬意を表す代表的な

遠慮の形式だ。次に挙げなければならないのは、日本語では構文規則から必ず文末に動詞

が来るため.文 末が岡じ音の単調な繰 り返 しになってしまい.と ても美的とは言えなくな

る可能性があることだ。
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働詞構文1一 します。一します。一します。一します。一します。

銘詞構文1一 です。一です。一です。一です。一です。

同じ音を行末で繰 り返す ことは.多 くの言語の韻文の原理 となっている。繰 り返 しは.

言語の美を構成す る基本的要素 とい うことだが.そ れは無秩序 の中に見いだ され るごく小

数 の秩序 と感 じられるか らだろ う。

その配合比率に絶対の法則 はない ようだが、同じものを2度 繰 り返すのが標準のよ うだ。

3度 以上繰 り返す ことはそれ ほど好まれないのではないだろ うか。3度 以上の繰 り返 しは

単に回数が2か ら3に 一つ増 えるだけなのではな く、最初 の繰 り返 しとい う行為 自体 を繰

り返すわけだか ら.1、1+1罵2.1+1+1罵3な のではなく、1.1×2謡2、1

×2×2=4の 表現強度 を持つ と言える。

作文の授業で 「文 を短 くしろ」 とい うような指導が必要になる言 語は 日本語 ぐらいだろ

う。西洋言語の作文教育では.当 然のことだが短文 しか使 えない者が複 文.ま たそれ以上

に長い文が作れ るように教えることになるはずだ。

このよ うな特有の条1牛に置かれた 日本語では、文末が単調な繰 り返 しになるのを避 ける

ために どのよ うな方法が とられてい るだろ うか。

○ 一します。一します。一します。一します。一します。

① 一して、 一して、 一して、 一して、 一します。

② 一して、 一し、 一して。 一し、 一します。

③ 一して、 一します。そして、 一し、 一します。

④ 一して。 一します。そして、 一で、 一です。

① 文を終わ らず、 「一 して」で接続する。

② 「一 して」が標準だが、「て」の連続で単調 になるのを避 けようと思えば.「 して」

と機禽藷的には等 緬だが、より古い形式(現 代 ヨ本語では方言 ともなる)で ある 「一 し」

を組 み合わせ る。

③ 接続詞 を混ぜ ることで変化 を付 ける。

④動詞講文 を名詞構文化 して組み合わせ、変化を付ける。

これ らは○ も含め、すべて文体の選択肢である。○は単調なので.だ れ も使お うとしな

いかとい うと、そ うでもな く.r単 調→下手→ぼ くとつ→ 目下→従順」の 自然な連想 を背景

に、「従順」の表明.指 標 とな りうる。くどいほ ど繰 り返すことで恭順を表す候 文(そ うろ

うぶん)は 現在 ほとん ど周い られ ることがな くなったが、「一 します」.「一です」の単調な

繰 り返 しは候文に通 じる感覚を持 ってい る。
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5.文 の単位 と欝ホ語における時間性の表現

前段で、 日本語では単文の羅列を嫌って.そ れ らの文を次々に接続 し、長々 とした文を

作 ろ うとす る傾向、文体志向のあることを考 えた。す ると、その ような意識で作 られた長

い文は.外 見は一文に見 えても.内 容 としては.元 になった単文の集合 と同 じとい うこと

だ。動詞構文で文の数がぜ んぜ ん違 って見える以下の二つの文、文章は、内容的に等価に

なる。

○ 一します。一します。一します。一します。一します。肪文遡

① 一して、 一して、 一して。 一して、 一します。紅文遡

一文 と認識 されるな ら
.言 うまでもな く.そ の文は 自立できる。そ して、文が自立でき

るとい うことは.そ の前緩 の文 と必ず しも同 じものを主語、あるいは 目的語 としな くてい

い とい うことだ。3.翻 訳されない 日本語文法で考察 した 「一てある」.「一 されている」

の 「ね じれ」の条件である2動 詞の接続は、「て」を結節点 とす る2文 の連な りと考え られ

なくもない。す ると.「ね じれ」はこのよ うな文 の自由.自 立を示すだけで、間違い、論理

性の欠如 とは言 えなくなる。

英語の翻訳 と比べ ることに慣れきってい るため、1文 対1文 、動詞部は一つずつに決 ま

っていると考えるのだが、先の翻訳例でも内容文の複数牲 は感 じ取れな くない。

1)わたしの本やノー トには全部.名 前が書いてあります。

晦 鍛簸e給轍 轍講1n撚ll鞭ゾbo6k纐nd撫oteb船ks.

この例文では英語の受動態がbe動 詞 孟sと過去分詞 剛ttenの2語 構造であるため.「 書

いてあ ります」の2語 講造 と対応 してお り、英語の受動態が時嗣 として一つであれば 日

本語のほ うも一つ と見えやすい。

2)最近の名詞にはEメールアドレスも書いてあります。

Recentbusi髄esscar盤us臓111yb㈱rtheperso聡 鋒sE調il菰d胎es鼠

3)部崖のドアに、 「この部麗に入ってはいけません」と書いてありました。

Anoticeforbiddi㎎entry糀1$o醜thedOG虻totぬ αoα鷹

しか し、2)、3)の 例文では 日本語の 「書いて」が英語翻訳か らこぼれてい る。そのため、

「あ ります 」 に対 応す る英語 の ㈱rと 榔 とは別 に、 ℃)構t飢he澱 謡sE調 、il

--33-一



雄 鰯 鯵,纒 ⑦ ㍑惚 脚tice舳 姻i㎎ 磁ガ タとい う不完全文のあることが皮肉にも 「明瞭」

に暗示 され る。 ここには存在 している文 と不在の文、2文 の組み合 わせ がある。

2)-A最 近の名詞にはEメールアドレスもあります。

Recentbusinesscard㎏usu綾lly蜘rtぬepersoがsE磁iladress、

-B・ ・はEメールアドレスを書きました。

(?)wr翻騰thepersOガsE7麓 灘il綴ires鼠

3)略 部屋のドアに、 「この部崖に入ってはいけません」とあります。

AnOticeforわiddi㎎ently職 窪onthedOGrtOthero◎ 凱

一B… が部屋のドアに、 「この部屋に入ってはいけません」と書きました。

(?)購 鵜anOticeforbiddi㎎e血yonthe伽 れotherOG凱

英語への翻訳で黙殺 され不在 となる文は主語の欠落 した不完全文である。そ して、この

特定 されない主語は、 よくあるよ うに文脈で暗示 されているわけではなく、いわば捜索無

用 のレッテルが貼 られたよ うに受 け取れる。

このよ うな文 は間違った.論 理の一貫 しない文などではなく、構文のダイナ ミズムを巧

みに活用 し、ひ じょうに豊かな情報が込め られた 捗 ッチテ キス ト」 と言 えるだろ う。

6.動 詞のて形接続 と時鯛の等弐

本論の最初で 日本語には時制 のない ことを確認 したが、 日本語は与え られた条 件の 中で

西洋言語の時剃をどの ように言い換え.等 緬と見なせ る翻訳 としてい るだろ うか。

It惣i樵 観 在1雨 が降る。 薮終止形l

It灘in瓠1過 去1雨 が降った。 籔完了翌

It顧ll灘血 昧来1雨 が降る。 籔終止瑚

Itis盤 雛㎎,,槻 在進行形遷 雨が降っている。 籔完了+い る終止形運

It協 撚in磁 槻 在完了1雨 が降・った/て いる。 院 了/完 了+い る終止形還

それ 自体では現在、過去、未来の どれにおいても使 うことのできる 「完了」は状況依存

的に、それ 自体記号で表 され なくとも認識 され る 廃 話 の現在時(今 ここ)」 と組み合わ

せれば.「 現在時にお ける完了慧過去」 となる。

西洋言語の中でも、 フランス語 と違い、単純な 「現在 過 去 未来」の3分 翻ではな く.

「現在進行形」、 「現在完了」によって発話の現在時を特殊化する英語では、発生的にはこ

の発話の環在時を核 に確立 された 暁 在」が、特殊化 された核 との関係か ら言えば相対的
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に拡大、一般化されたと言えるだろう。"Itrains"は 発話の現在時に 「雨が降っている」

ことを意味するのではなく、「過去」でもなく 「未来」でもないものとして抽象的、概念的

に措定される 「現在」に 「雨が降る」ことを意味する。

英語の未来時制を直訳 しようとする日本語では 「雨が降るだろう」と 「推量」を加える

ことで他の時制と潮IJ化する場合もあるが、日本語に現在 と未来の区別はない。 「5月15

日、今朝、実家から荷物が届く」と現在では日記文体 として使われる程度になったが、も

ともと同じ形で 「過去」までカバーしたことを思えば、「現在」と 「未来」が同形であるこ

とに抵抗は感じられない。

さて、英語の現在進行形は、存在を意味するbe動 詞 と、動詞を 「変異」させて作った現

在分詞を組み合わせる。フランス語では 「現在時制」で表す発話の現在時を、英語はこれ

では大ざっぱと考えたかのように、現在時制から抽出、分離し、それを 「存在」の動詞に

投影したと言えるだろう。再構築、脱構築のような趣がある。このような現在進行形を日

本語では、「完了」を表すて形と 「存在」の動詞いるの組み合わせで翻訳する。「て」によ

って接続された二つの動詞は、西洋言語流の 「一・つの文に一・つの時制」の原則に引きずら

れ、時制を含む単一・の動詞部と見なされやすいが、先に確認したように、それぞれが独立

した二つの文と見なせなくない組み合わせだ。ここに 「継続相(progressive)」 を意味する

ものはない。そのため強引に英語との間に等式を置く。そして、「一ている」というと、使

用頻度の多さをバックボーンにもっぱら現在進行形にぴった り対応するものと考えられる

ようになった。

しかし、現在完了と現在進行形とが日本語では 「一ている」 と同じになる。そして、形

成から見て、「完了+存 在動詞」である 「一ている」に近いのは、所有動詞/存 在動詞 と過

去分詞を組み合わせる現在完了のほうだろう。

過去分詞が 「完了」を表すには、日本語で 「完了→過去」となるのと同様のずらし、転

用があるからだ。

所有/存在+過去 →[麺]← 完了+存在

have/be+p.p.・ 一している

英語 日本語

見 ようによっては、 日本語の 「一ている」の構成のほ うが 「現在完了」を表 しやすい と

も言える。

それでは、この 「現在完了」がどの ように 「継続(現 在進行形)」を表 しうるのだろ うか。

これを考えるには。時制 とい う客観的な尺度 とは違 う、動詞内容 に対す る主観的な認識 の

あ り方 を考 えねばな らない。

-35一



A)一 一一一一一一①一 一一一一一一→ 時間軸

2.月10日 に雨が降った。

B)一 一一一① 一一一一②一 一一一一→ 時間軸

2.月10日 、1時 か ら4時 まで雨が降った。

我々は、動詞の指 し示す事実に対す る距離の取 り方(遠 近)に よって、遠い場 合はA)の

よ うに時間軸において1点 のよ うに感 じ、近い場 合はB)の ように時間軸において2点 間の

長 さと感 じる。 この2点 とは別の時間 として記 しうる 「始ま り」 と 「終わ り」である。

「継続」 とは、言い換えれば、 「始まったものがまだ終わ らない」状態なのだか ら、それ

を直接表すことができな くとも、「始まった」ことを現在完了で表せば、現実には等価 と見

なせ る。

文法解説 における現在完了の用法 分類には 「継続」も挙 げられるが、現在完 了が 「継続」

を表す には、動詞が 「始ま りから終わ りまで」の全体を意味す るだけでな く、「始ま り」と

い う部分のみを意味す ることができなけれ ばな らない。だが、これ は、「部分で全体を表す」、

あるいは、 「全体で部分を表す」と定義 される 「堤喩(Synecdoque)7」 を、あるいは、雨が

降 り始 めた時に、 日本人が 「雨が降ったなあ」 と言 う事実、言語習慣のあることを想起す

れば十分だろ う。

7.お わ りに

本稿 では、本来時制ではないにもかかわ らず、英語文法の投影によって、時制を表すブ

ロックと扱 われて しま うて形接続 の動詞部が、単一・の表現単位なのではな く、接続、ある

いは組み合 わされた複数 の文の価値を保持 しつつ、どのよ うに時制を 日本語に言い換 えて

いるかを見た。

7修 辞鞍
、レトリックの考察はさまざまに行われている。しかし、そのほとんどが中世のヨーロッパで進めら

れた文彩の精緻な分類の紹介、延長だ。これは、レトリックが何ものであるか考える研究の反面でしかない。
レトリックという考察目標を 『詩学』において最初に示したアリストテレスは分類すればすべて明らかになる

と考えたわけではない。分類はこのテーマを研究する 「手段」であり、これを 「目的」と扱えば、それこそ意

味をずらすレトリックになる。一・方、分類を越えて、多種多様なレトリックの 「原理」、「本質」を見極めよう

とする研究(グ ループμ)が あり、そこでは伝統的にレトリックを代表する比喩の地位を得てきた 「隠喩

(晩tap㎞re)」と 「換喩(瞼ony㎡e)」はどちらも2重の 「提…喩(Syn㏄doqμe)」と分析され、「提喩」こそがすべて

のレトリックの基本要素であるとされる。

部分で全体を表す、また全体で部分を表すこの 「提喩」の構造はグノレープμにおいても、「転義」ではなく
「文字通りの意味」と認識されることが少なくないと説明されるが、言葉の問題に限定せず、「部分でしかな

いものを、それを含む全体と等価に扱う」、「部分が自身で自己表現しなくても全体が代わって表す」というふ

うに言い換えると、さまざまな人間行動、社会習慣がこの構造を持っていることが分かる。「提喩(Syn㏄doc)」

がこれまで、また現在でも注目されることが少ないのは、あまりにも多く使われていることで文彩としての「効

果」が感じられなくなっているからとも言えるが、このような意味、佃値の置き換えをしていると気がつきた

くなく、置き換えなどしていないと知らぬふりをすることが多いからとも言えよう。

参照=LeG㎎ μ,1葡吻 婬g翻礁 ㎞u鵬1970(グ ループμ、一般修辞学、大修館、1981年)
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そして、西洋言語が時剃で表すものをて形接続によって 翻 訳」する日本語は.文 とい

う区切 り、単位が極めて恣意的で自由になりやすいこと、つまり、それぞれの言諸 、書き

手の主観に左右されることを確認した。その意味で、本稿は日本認における主観の表萌一

ぜ口人称の文法(2006年)と 同様、「日本語における主観の表開」をタイ トルに冠するこ

ともできる。

しかし、何よりも興味深いのは目本語がこのような単純な形式で動詞を継いでいくこと

によって生まれる時間のヴィジョンだ。決して止まることのない時間を西洋言語の時翻は

一つの定点を基準として位置づけようとする
。主動詞(主 節)と 同時か、それとも前か後

か。それは、視 転を固定することで、さまざまなモノの角度、距離を論理化する西洋古典

絵画の透視図法の理念に繋がっている。

それに対 し、時間を定点から 「測定」するのではなく、移動 しつつ次から次と語 りを継

いでいく日本語は 「絵巻物型」と言える。 日本の伝統的な絵巻物では、長い巻物の部分ご

とに様々な出来事が描かれる。中心となる人物が交替す ることもあれば.岡 じ人物が時間

を超えて再登場 したりもする。このような複数の時間 ・場所の並置.展 閑は西洋の遠近法

を基準とすればあり得るはずのない非現実的な空間認識であり、ねじれゆがんだものと見

える。

だが.一 点からすべてのモノを位置づける写真に当然のことながら生まれる死角.ま た

とらえられない時間に対す る欲求は西洋絵画でも近代ので稼 になれば萌らかになる。この

ような構成は 「非論珊 、「異常」なのではなく、人間的、普遍的なヴィジョンなのだろう。

(了)
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